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　 　　（１）

　

東

京

都

が

３

年

に

１

度

実

施

す

る

「

東

京

都

商

店

街

実

態

調

査

」

の

２

０

２

２

年

度

版

報

告

書

が

、

こ

の

ほ

ど

公

表

さ

れ

た

。

　

都

内

の

商

店

街

を

法

人

格

の

有

無

に

か

か

わ

ら

ず

調

べ

る

も

の

で

、

引

き

続

き

後

継

者

不

足

が

課

題

と

な

っ

て

い

る

こ

と

や

、

デ

ジ

タ

ル

化

を

進

め

る

商

店

街

が

増

え

て

い

る

こ

と

な

ど

が

分

か

っ

た

。

　

調

査

は

昨

年

�

月

か

ら

今

年

１

月

に

か

け

て

、

郵

送

で

実

施

。

２

３

７

４

商

店

街

を

対

象

に

ア

ン

ケ

ー

ト

を

取

り

、

１

３

４

９

商

店

街

（

�

％

）

か

ら

調

査

票

を

回

収

し

た

。

　

報

告

書

に

よ

る

と

、

対

象

と

な

る

商

店

街

の

数

は

調

査

す

る

ご

と

に

減

少

し

て

お

り

、

前

回

（

２

０

１

９

年

）

の

２

４

４

７

よ

り

�

件

少

な

か

っ

た

。

　

組

織

形

態

と

し

て

は

振

興

組

合

や

協

同

組

合

な

ど

の

法

人

は

�

％

で

、

�

％

が

任

意

団

体

だ

。

　

会

員

数

は

�

人

未

満

の

所

が

�

％

、

�

～

�

人

の

所

が

�

％

で

、

�

人

以

上

い

る

所

は

�

％

と

な

っ

て

い

る

。

　

役

員

の

状

況

を

見

て

み

る

と

、

平

均

年

齢

は

「

�

代

」

が

い

ぜ

ん

�

％

と

最

多

だ

が

、

そ

の

構

成

比

は

前

回

の

�

％

よ

り

低

下

。

「

�

代

」

が

�

％

か

ら

�

％

に

増

え

た

。

　

区

市

商

店

街

連

合

会

・

振

興

組

合

連

合

会

へ

の

加

入

状

況

は

、

「

加

入

し

て

い

る

」

が

�

％

を

占

め

、

前

々

回

（

２

０

１

６

年

）

の

�

％

と

比

べ

て

も

増

加

傾

向

に

あ

る

。

　

加

入

メ

リ

ッ

ト

に

は

情

報

が

手

に

入

る

、

情

報

交

換

で

き

る

、

イ

ベ

ン

ト

や

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

に

参

加

で

き

る

、

補

助

金

が

使

え

る

、

な

ど

が

挙

が

っ

た

。

　

一

方

、

個

店

の

商

店

街

へ

の

加

入

状

況

は

、

加

入

率

「

�

％

以

上

」

が

�

％

で

最

も

多

い

も

の

の

、

前

回

の

�

％

か

ら

８

㌽

低

下

。

加

入

し

な

い

理

由

を

「

活

動

内

容

に

メ

リ

ッ

ト

が

感

じ

ら

れ

な

い

」

と

す

る

回

答

が

多

か

っ

た

。

　

商

店

街

が

抱

え

る

問

題

点

（

複

数

回

答

）

と

し

て

は

、

「

後

継

者

不

足

」

が

�

％

で

ト

ッ

プ

。

２

位

の

「

核

と

な

る

店

舗

が

な

い

」

（

�

％

）

や

３

位

の

「

業

種

構

成

が

不

足

」

（

�

％

）

と

比

べ

て

も

、

と

り

わ

け

高

い

状

態

が

過

去

の

調

査

か

ら

続

い

て

い

る

。

　

後

継

者

不

足

に

ど

う

対

処

し

て

い

る

か

を

尋

ね

る

と

、

「

後

継

者

候

補

が

お

ら

ず

対

策

を

実

施

し

て

い

な

い

」

と

い

う

所

が

多

い

が

、

「

イ

ベ

ン

ト

活

動

等

へ

の

人

材

の

誘

い

込

み

」

や

「

青

年

部

の

育

成

、

活

用

」

「

若

手

経

営

者

に

よ

る

商

店

会

活

動

の

強

化

」

に

取

り

組

ん

で

い

る

と

い

う

回

答

も

あ

っ

た

。

　

ま

た

、

デ

ジ

タ

ル

化

の

推

進

状

況

を

尋

ね

る

と

、

現

在

取

り

組

ん

で

い

る

事

業

（

複

数

回

答

）

は

「

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

運

用

」

（

�

％

）

や

「

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

決

済

導

入

」

（

�

％

）

、

「

Ｓ

Ｎ

Ｓ

活

用

」

（

�

％

）

が

多

い

が

、

今

後

の

予

定

で

は

「

会

員

間

の

連

絡

手

段

の

デ

ジ

タ

ル

化

」

が

最

多

（

�

％

）

で

目

立

っ

た

。

　

調

査

結

果

の

報

告

書

は

概

要

版

が

都

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

で

見

ら

れ

る

。

　

政

府

の

観

光

立

国

推

進

閣

僚

会

議

は

５

月

�

日

、

「

新

時

代

の

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

拡

大

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

」

を

決

定

し

た

。

　

こ

れ

ま

で

は

観

光

目

的

の

訪

日

外

国

人

旅

行

者

を

「

呼

び

込

も

う

」

と

い

う

観

点

で

施

策

を

積

み

上

げ

て

き

た

が

、

視

野

を

広

げ

、

こ

れ

か

ら

は

観

光

需

要

を

効

果

的

・

持

続

的

に

「

根

付

か

せ

よ

う

」

と

し

て

方

策

を

ま

と

め

た

。

　

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

は

①

ビ

ジ

ネ

ス

②

教

育

・

研

究

③

文

化

芸

術

・

ス

ポ

ー

ツ

・

自

然

―

―

の

３

分

野

を

柱

に

、

計

約

�

施

策

を

挙

げ

る

。

国

際

的

な

人

的

交

流

を

伴

う

取

り

組

み

を

深

め

、

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

の

拡

大

を

図

る

と

い

う

。

　

例

え

ば

ビ

ジ

ネ

ス

分

野

で

は

、

国

際

会

議

や

国

際

見

本

市

を

積

極

的

に

誘

致

し

開

催

。

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ッ

チ

ン

グ

な

ど

を

通

じ

た

海

外

企

業

関

係

者

と

の

交

流

も

拡

大

す

る

。

ビ

ジ

ネ

ス

目

的

で

訪

日

す

る

外

国

人

旅

行

者

を

増

や

し

、

旅

行

消

費

額

を

伸

ば

す

考

え

。

　

教

育

分

野

で

は

海

外

か

ら

世

界

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル

の

研

究

者

を

受

け

入

れ

人

材

交

流

を

促

し

た

り

、

留

学

生

を

積

極

的

に

受

け

入

れ

た

り

す

る

。

　

こ

の

ほ

か

文

化

芸

術

等

の

分

野

で

は

、

プ

ロ

ス

ポ

ー

ツ

団

体

に

よ

る

ス

ポ

ー

ツ

イ

ベ

ン

ト

を

活

用

し

た

観

戦

ツ

ア

ー

や

競

技

体

験

、

美

術

館

や

博

物

館

の

早

朝

・

夜

間

を

活

用

し

た

特

別

な

体

験

、

国

立

公

園

で

の

少

数

限

定

の

宿

泊

体

験

な

ど

、

コ

ン

テ

ン

ツ

提

供

が

検

討

さ

れ

る

。

　

政

府

は

、

３

月

に

観

光

立

国

推

進

基

本

計

画

を

策

定

。

２

０

２

３

年

度

か

ら

３

年

間

の

目

標

と

し

て

「

訪

日

外

国

人

の

旅

行

消

費

額

５

兆

円

を

早

期

に

達

成

す

る

」

「

訪

日

外

国

人

旅

行

者

数

を

２

０

２

５

年

ま

で

に

３

２

０

０

万

人

（

最

多

だ

っ

た

２

０

１

９

年

水

準

）

超

え

と

す

る

」

な

ど

と

掲

げ

て

い

る

。

　

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

に

定

め

た

施

策

を

実

施

す

る

こ

と

と

合

わ

せ

て

、

計

画

を

進

め

る

方

針

だ

。

　

２

０

２

３

年

版

の

観

光

白

書

が

６

月

�

日

に

閣

議

決

定

さ

れ

た

。

コ

ロ

ナ

禍

か

ら

回

復

に

向

か

う

世

界

と

日

本

の

観

光

の

動

向

を

分

析

し

、

国

の

政

策

の

方

向

性

を

報

告

し

た

。

　

白

書

に

よ

る

と

、

２

０

２

２

年

６

月

に

外

国

人

観

光

客

の

受

け

入

れ

再

開

後

、

�

月

の

水

際

措

置

緩

和

で

訪

日

旅

行

者

数

が

大

き

く

増

加

。

�

月

に

は

２

０

１

９

年

同

月

と

比

べ

�

％

ま

で

回

復

し

た

。

　

た

だ

２

０

２

２

年

の

年

間

で

は

ま

だ

約

３

８

３

万

人

（

２

０

１

９

年

比

�

％

減

）

、

旅

行

消

費

額

は

８

９

８

７

億

円

（

同

�

％

減

）

と

な

っ

て

い

る

。

　

一

方

、

日

本

人

の

国

内

旅

行

は

、

宿

泊

が

延

べ

２

億

３

２

４

７

万

人

（

２

０

１

９

年

比

�

％

減

）

、

日

帰

り

が

延

べ

１

億

８

５

３

９

万

人

（

同

�

％

減

）

で

、

消

費

額

�

兆

２

０

０

０

億

円

（

同

�

％

減

）

。

全

国

旅

行

支

援

も

あ

っ

て

�

月

以

降

、

回

復

傾

向

と

な

っ

て

い

る

。

　

商

品

や

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

企

業

に

対

し

客

が

著

し

い

迷

惑

行

為

を

す

る

「

カ

ス

タ

マ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

」

（

カ

ス

ハ

ラ

）

が

近

年

、

社

会

問

題

と

な

っ

て

い

る

こ

と

を

受

け

、

東

京

都

中

小

企

業

振

興

公

社

が

「

カ

ス

ハ

ラ

対

策

セ

ミ

ナ

ー

」

を

３

回

に

わ

た

り

無

料

で

開

催

す

る

。

　

そ

の

第

１

回

が

７

月

�

日

午

後

３

～

４

時

半

に

行

わ

れ

る

。

　

内

容

は

「

何

を

さ

れ

た

ら

カ

ス

ハ

ラ

？

」

「

カ

ス

ハ

ラ

の

現

状

と

概

要

」

「

対

策

の

ポ

イ

ン

ト

」

「

カ

ス

ハ

ラ

に

強

い

組

織

づ

く

り

」

な

ど

で

、

講

師

は

中

小

企

業

診

断

士

で

産

業

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

で

も

あ

る

尾

崎

達

彦

氏

が

務

め

る

。

　

参

加

方

法

は

リ

ア

ル

と

オ

ン

ラ

イ

ン

の

２

形

式

あ

り

、

対

面

で

受

講

し

た

い

人

は

Ｊ

Ｒ

秋

葉

原

駅

か

ら

徒

歩

５

分

の

会

場

、

Ａ

Ｐ

秋

葉

原

（

台

東

区

）

へ

。

定

員

は

先

着

�

人

。

　

オ

ン

ラ

イ

ン

で

受

講

し

た

い

人

は

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ

ウ

ェ

ビ

ナ

ー

を

使

用

す

る

。

　

ど

ち

ら

も

参

加

申

し

込

み

は

公

社

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

か

ら

。

　

な

お

、

今

後

は

９

月

に

第

２

回

、

�

月

に

第

３

回

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

し

、

カ

ス

ハ

ラ

に

対

応

す

る

た

め

の

社

内

体

制

と

法

的

知

識

や

、

現

場

で

の

カ

ス

ハ

ラ

対

応

術

な

ど

を

テ

ー

マ

に

取

り

上

げ

る

予

定

。

　

ま

た

特

別

相

談

窓

口

を

設

置

し

、

カ
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　「堀切菖蒲園」（葛飾区）は、江戸花ショウブ

約２００種６０００株を鑑賞できる人気スポットだ。

　梅雨に入り、すっきりしない天候が続く中、荒

川にほど近い約８７００平方㍍の広い園内には、見頃

を迎えた紺や紫、白の花ショウブを楽しむ人が多

く訪れていた（写真）。

　実行委員会が主催し、葛飾区商店街連合会も参

加する、この時期に合わせ開かれる「葛飾菖蒲ま

つり」も恒例の人気行事。「堀切菖蒲園」と水元

公園の「はなしょうぶ園」を会場に、今年は５月

�日～６月�日に開催された。

　菖蒲園があるエリアの５商店会で構成される堀

切商店会も、各通りに揃いのフラッグとぼんぼり

を飾り、来街者を歓迎した。


